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１．はじめに 

本業務は、神通川水系砂防事務所管内の工事区域周辺に生息する希少猛禽類を調

査し、工事による影響を予測したうえで、必要な保全措置を実施することで自然環

境に配慮した砂防事業に資することを目的としました。 

本稿では、希少猛禽類調査業務を遂行するにあたり、特に、ＫＹ活動、落雷対策、

熱中症対策についての当社の取り組み姿勢を報告します。 

２．調査概要 

２.１ 調査内容 

砂防事業による希少猛禽類への保全対策の必要性を検討するため、表１に示す工

事区域周辺に生息する希少猛禽類の繁殖状況を把握するため、定点観察調査を実施

しました。 

表１ 調査実施箇所一覧 

No 調査流域 関連工事名 

1 蒲田川上流域 
新穂高渓流保全工 

中尾第 4 号砂防堰堤改築工事 

2 平湯川蒲田川合流点付近 平湯川砂防樹林帯 

3 平湯川流域 
平湯川中流山腹工工事 

白谷第 3 号砂防堰堤工事 

4 跡津川流域 跡津川砂防堰堤群 
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３.２ 安全管理上の工夫点 

３.２.１ ＫＹ活動による事故の未然防止 

調査終了後は、調査結果を摺り合

わせるミーティングを日々宿泊先

で実施しまたす。 

希少猛禽類調査の精度向上を図

るため、適宜、調査員の地点配置換

えを行っておりますが、不慣れな場

所での調査はリスクを伴うことか

ら、事故に繋がる恐れのある事象に

ついてはミーティングで情報共有

を行っております。 

調査地点に向かう早朝は、ＫＹ活

動を通じて、冬期であれば移動中の

交通事故に繋がる恐れのある路面

の凍結、夏場であれば調査中の気象変化に伴う落雷や豪雨の発生について周知徹底

を行っております。 

 

３.２.２ 天候の変化への対策 

跡津川流域では、携帯電話の電波

条件が悪く、雷雨や落雷などの危険

情報をタイムリーに取得すること

が困難です。 

また、調査員は、希少猛禽類の観

察に集中するため、気象条件の変化

に気づかない場合があることから、

当社ではストライクアラート（落雷

検知器）を活用しております。 

落雷が迫ってくると約60km、40km、

20km、10km 圏内の 4 段階で警告音

が鳴り、当社では雷が 20km 圏内で

発生すると車中待機を行います。 

 

 

【落雷の知識】 
落雷事故の多くは、「雷鳴が聞こえ始めてから避難を始め、雷雲から逃げ遅れ

た」のが原因です。雷鳴は１０ｋｍしか届かず、雷鳴に気がつくころには、雷

の射程圏内にいることになります。 

朝のＫＹ活動の状況 

ストライクアラート（落雷検知器）

米国アウトドアーズ

テクノロジーズ社 

約 12,000 円 



３.２.３ 熱中症への対策 

労働基準監督署の熱中症対策のパンフレット

にＷＢＧＴ値の低減に留意とあります。 

希少猛禽類の定点観察調査中は、業務用無線

機により隣接する地点間で連絡を取り合います

が、基本的に調査中はひとりで作業を行うこと

から、顔色を見ながら互いに注意し合うことが

できません。 

当社では熱中症にかかりやすい気温と湿度の

状態をアラームで知らせる携帯型熱中症計を活

用しております。 

携帯型値中症計は、ほぼ安全・注意・警戒・厳重警戒・危険の 5 段階指標となっ

ており、厳重警戒・危険レベルに達するとアラームが鳴り、当社ではアラームが鳴

ると水分・塩分補給を行い、調査に支障のない範囲で日陰の調査地点を選定します。 

 

 
 
４．おわりに 

今回の発表は一般的なＫＹ活動および便利なグッズの紹介となりました。 

実際、便利な道具に頼るのではなく、道具を身に付ける（携帯する）ことにより、

個々の安全意識の向上に繋がるものと思っております。 

国内有数の山岳観光地周辺で調査をさせて頂いていることを念頭に、地域住民の

方々をはじめ、来訪者への配慮も怠らないよう調査して参りました。 

さいごに、神通川水系砂防事務所および栃尾出張所の皆さまには、日頃より安全管

理に関する情報提供き、厚く御礼申し上げます。  

 

【熱中症の知識】 
労働基準監督署の熱中症対策のパンフレットにＷＢＧＴ（Wet-Bulb Globe 

Temperature）値＝暑熱環境による熱ストレスの評価を行う指数で乾球温度・自

然湿球温度・黒球温度から算出する数値とされます。 

．．．難しいので、熱中症計を活用してます。 

携帯型熱中症計 

日本気象協会監修 約 1,200 円


